
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

     契約する小売電気事業者を確認しましたか？ 

     契約先は、登録された事業者でしょうか。経済産業省の 

専用ダイヤル（0570-028-555）で確認できます。 

     ご家庭の使用量に照らした比較になっている？ 

       「料金が安くなる」といった勧誘トークに気をつけましょう。 

     契約期間や途中解約、割引の条件は？ 

    事業者からよく話を聞き、詳しく確認しましょう。 

 

  ※特に切替えの契約をしない場合は、従来の料金メニューが適用されます。 

訪問販売・電話勧誘販売で新料金の申込みをした場合、 

８日以内であればクーリング・オフができます。 
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【相談事例】                               

＜事例１＞知らない電力会社から「当社と契約すれば、今より電気料が４割

安くなる」と電話があった。こんなに割り引くのは怪しいと思う。 

＜事例２＞電力自由化に新規参入した電力会社だと言うので話を聞いたが、

太陽光発電システムの勧誘だった。 

＜事例３＞突然、新規に参入する電力会社だと言って来訪して、「４月から

電力自由化に伴い電力の契約先を変更する必要がある」と言われ

たが本当か。 

【アドバイス】                               

 ４月からの電力小売りの全面自由化に関係した消費者からの相談が増えて

います。正確な情報を収集し、よく理解してから契約しましょう。 

１．「料金が安くなる」と勧誘された際には、 

①どのような条件で安くなるのか、②電力以外の商品やサービスの契約との

セット料金や値引きになっていないか、③解約時に違約金が発生しないかな

ど、よく確認しましょう。 

２．電力の小売自由化に便乗した太陽光発電システムの契約をはじめ、プロ

パンガス、蓄電池などの勧誘が行われています。電力の小売自由化と直接

関係のない契約については、その必要性をよく考えましょう。 

３．電力の小売自由化に伴い契約先をあわてて変更する必要はありません。

変更しない場合は、現在の電力会社から電気が供給されます。 

以上のような勧誘に気をつけ、怪しい電話や不安になった際には、すみだ

消費者センターに相談してください。 
 


